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約30万人

Vol.33
２
０
２
３
年
10
月
４
日
、
文
部
科
学
省
は
そ
の
前
年

に
全
国
の
国
公
私
立
学
校
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
た
「
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課

題
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
暴
力
行
為

や
い
じ
め
、
自
殺
な
ど
の
項
目
ご
と
に
現
状
を
調
べ
て

指
導
に
生
か
す
た
め
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
調
査
結
果

の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、「
不
登
校
」
と
「
い
じ
め
」

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
だ
。

ま
ず
病
気
や
経
済
的
理
由
な
ど
と
は
異
な
る
要
因
に

よ
り
30
日
以
上
登
校
せ
ず
「
不
登
校
」
と
判
断
さ
れ
た

小
中
学
生
は
、
前
年
度
比
22
・
1
％
（
5
万
４
１
０
８

人
）
増
の
29
万
９
０
４
８
人
（
図
1
参
照
）
と
な
り
、

過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
不
登
校
と
判
断

さ
れ
た
小
中
学
生
の
数
は
10
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る

が
、
特
に
近
年
の
増
加
率
は
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、不
登
校
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
「
無
気
力
、不
安
」

（
51
・
8
％
）「
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
あ
そ
び
、
非
行
」

（
11
・
4
％
）「
友
人
関
係
の
問
題
」（
9
・
2
％
）
が
ト

ッ
プ
3
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
小
・
中
・
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校

に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の
認
知
件
数
は
68
万
１
９
４
８

件
（
図
2
参
照
）
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６
万
６
５
９
７

件
（
10
・
８
％
）
増
加
。
こ
の
中
で
、
生
命
や
心
身
な

ど
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
っ
た
り
、
長
期

欠
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
す
る
い
じ
め
の
「
重
大
事

態
」
の
発
生
件
数
は
30
・
７
％
増
の
９
２
３
件
（
前
年

度
７
０
６
件
）
で
過
去
最
多
だ
っ
た
。

い
じ
め
の
態
様
別
で
は
「
冷
や
か
し
や
か
ら
か
い
、

悪
口
や
脅
し
文
句
、
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
」
が
57
・

４
％
と
最
も
多
く
、「
軽
く
ぶ
つ
か
ら
れ
た
り
、
遊
ぶ
ふ

り
を
し
て
た
た
か
れ
た
り
、
蹴
ら
れ
た
り
す
る
」（
23
・

４
％
）「
仲
間
は
ず
れ
、
集
団
に
よ
る
無
視
を
さ
れ
る
」

（
11
・
７
％
）
が
続
い
た
。

「
不
登
校
」
と
「
い
じ
め
」
の
相
関
関
係
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？ 

文
科
省
の
「
問
題
行
動
・
不
登
校
調
査
」
に

よ
る
と
、
不
登
校
の
要
因
が
い
じ
め
だ
っ
た
と
い
う
、

小
中
学
生
は
全
体
の
０
・
２
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
同
省
が
21
年
に
公
表
し
た
「
不
登
校
児
童

生
徒
の
実
態
調
査
」
で
は
「
友
達
の
こ
と
（
い
や
が
ら

せ
や
、
い
じ
め
が
あ
っ
た
）」
が
学
校
に
行
き
づ
ら
い
と

感
じ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
小
中
学
生
は
25
％

に
及
ん
で
い
る
の
だ
。

な
ぜ
両
調
査
の
結
果
は
こ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
理
由
は
、「
問
題
行
動
・
不
登
校
調

査
」
は
教
員
や
教
育
委
員
会
が
回
答
し
、「
不
登
校
児
童

生
徒
の
実
態
調
査
」
は
不
登
校
を
経
験
し
た
小
中
学
生

や
保
護
者
が
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

両
調
査
は
サ
ン
プ
ル
数
が
異
な
り
、
単
純
比
較
は
で
き

な
い
が
、
い
じ
め
に
対
す
る
学
校
と
子
ど
も
の
認
識
に

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
は
問
題
だ
。
い
じ
め
が
絡

ん
で
起
き
た
不
登
校
の
多
く
を
教
員
が
ス
ル
ー
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

文
科
省
も
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
認
識
し
て
い
る

よ
う
で
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
不
登
校
と
な
っ
た

要
因
を
分
析
・
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
次
年
度
は
調
査

方
法
を
見
直
す
方
針
だ
と
い
う
。
次
回
の
調
査
で
は
よ

り
実
態
に
合
っ
た
結
果
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【参照】

・児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）　 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302902.htm

・令和２年度不登校児童生徒の実態調査結果の概要（文部科学省）　 
https://www.mext.go.jp/content/20211006-mxt_jidou02-000018318-2.pdf

・不登校原因を文科省が調査したら「いじめ」わずか 0.3％（東京新聞 2023/10/19）　 
https://www.tokyo-np.co.jp/article/284570

・不登校要因、学校と子どもの認識に大差「いじめ」見逃しの恐れ（毎日新聞 2024/3/25） 
https://mainichi.jp/articles/20240325/k00/00m/100/231000c

いじめの認知件数は、
前年比10％増の約68万件

小中学生の「不登校児」
過去最多を更新！

【図1】不登校児童生徒数の推移

出典：�文部科学省「令和4年度　児童生徒の問題行動・不登校等
生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要」

不
登
校
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、 

学
校
と
本
人
に
認
識
差

【図2】�いじめの認知件数の推移


